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ケンとの反応で４－ejro型から８－el0do型に至る多様な環
化反応を起こして，種々の含窒素複素環化合物を与える
ことが明らかとなった。特に強調すべきは，Ⅳ-ビニルー
α-ハロアミドの５－e"ｄｏおよび4-ｃｍ型環化反応であろ
う。共に難かしい環化様式であるにもかかわらず，ビニ
ル基末端の置換基を変えることにより，その両者の反応
のコースを制御することができた。また，７－“oおよび
8-2"do型反応にみられるように，ラジカル炭素上の置
換基を変えることによっても，その環化の方向が制御さ
れることもわかった。
最近の研究の急速な進歩とともに｢ラジカル環化反応」
は，今や，研究する時代から使う時代になってきたかも
しれない。ただ，「ラジカル環化反応における立体化学
の制御｣はこれからの大きな課題の１つであろう。β-ラ
クタムの合成の項で述べたように，筆者らも還流ベンゼ
ンあるいはトルエン中でも,高いジアステレオ選択性(不
斉誘起)が発現することを見いだした。より適切なキラ
ル補助基の選択は，ラジカル環化反応を合成化学的にさ
らに利用価値の高いものとすることであろう。
おわりに，本研究遂行に際し惜しまぬ努力をはらわれ
た学生諸氏に深く感謝の意を表します。
（平成６年９月１日受理）
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